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緒 言

ヒト悪性腫瘍の基礎研究の一環 として動物の

自然発生腫瘍や化学物質,ウ ィルスなどによる

誘発腫瘍における発癌機構の解明に努力が払わ

れる一方,腫 瘍研究の場をin vitroに 移 すた

めの組織培養法が開発 され,ま た理想的な疾患

モデルを求めて各種腫瘍の動物移植実験がつみ

重ねられてきた.ヒ ト悪性腫瘍の うち造血器腫

瘍の移植については, 1956年Handlerら1)に

よ る悪性 リンパ腫患者からの腫瘍組織の移植が

記載されて以来少数の報告 をみ るにす ぎず2)-10)

こ とにヒ ト白血病細胞の動物移植は極めて困難

とされている.ヒ ト造血器腫瘍の細胞株の動物

移植については細胞株を樹立す るこ と自体が容

易でな く,現 在 までに少数の悪性 リンパ腫細胞

株2), 11)-19),急 性 リンパ性 白血病細胞株7),15).16),

20)-22)
,急 性骨髄性 白血病細胞株11),慢 性骨髄性

白血病細胞株151.23)多 発性骨髄腫細胞株15),24)

につ いての報告 をみ るだけである.

著者は第1編 の論文でB細 胞型急性 リンパ性

白血病患者の末梢血液よ り樹立に成功 したヒ ト

白血病性B細 胞株(BALL-1株)に ついて報告

した.こ のBALL-1株 は細胞形態,細 胞表面

マーカー,染 色体構成が患者の 白血病細胞 と一

致し, Epstein-Bay vims(EBV)-genomeを 有

しない点か ら明ちかに患者の白血病細胞に由来

する細胞株 と考 えられた.文 献上,リ ンパ芽球

様細胞株,リ ンパ腫や 多発性骨髄腫に由来する

B細 胞株 を除いては,ヒ ト白血病性B細 胞株 と

してはMinowadaら25)の 報告 したEBNA陽

性 のBALM株 だけであ り, BALL-1株 はEB-

NA陰 性 ヒト白血病性B細 胞株 として最初の報

告であった.

この第2編 の実験においてBALL-1株 を用い

た実験系 をin vitroか らさらにin vivoに 拡

大するためにBALL-1細 胞を抗 リンパ球血清処

置新生児ハムスターに継代移植 し,ヒ ト急性 リン

パ性 白血病の動物実験モデルを作製 した.こ の

実験はヒ ト白血病性B細 胞株 を用 いた動物移植
の

についての最初の報告 であり, 10代 に わたる継

代移植実験でBALL-1細 胞移植ハムスタ-全 例

に腹水 を伴 う腫瘍増殖を認め,高 頻度の白血化

を伴 うな ど極めて興味深 い結果が得 られたので

報告す る.

実 験材料 と方法

1.移 植細胞株(BALL-l株)

移 植に用 いたヒ ト白血病性B細 胞株(BALL-1

株)に ついては第1編 の論文に記 した.

2.継 代 移植

初代移植には培養株細胞 を遠沈管に集めて遠

沈 し, RPMI 1640に て1回 洗浄後ふたたび遠沈

し,生 理 食塩水にて生細胞数3.1×108個/mlに

再 浮遊 させ たものを用いた.生 細胞数は トリパ

ンブルー を用いて算定 した.生 後24時 間 以内の

同腹の新生児ハムスタ-4匹 の腹腔内にツベル

ク リン針にて胸部皮下 を通 して1匹 あたり0.1ml

(3.1×107個)を 移植 した.移 植後直 ちにハム

ス ター胸腺細胞に対す るウサ ギ抗 リンパ球血清

(ALS)0.1mlを 同様に腹腔内に接種 し,以 後

週2回 接種 した.移 植後23日 目, 25日 目, 26日
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目に剖検 を行 なった.

腫 瘍の継代移植には,培 養株細胞の移植に よ

り発生 した腫瘍組織 を無菌的に取 り出し,生 理

食塩水中にて ピンセ ッ トでほ ぐし,金 網 で濾過

し, 1回 洗 浄 した後得 られた腫瘍細胞を生細胞

数1.0～8.5×108個/meに 再 浮遊させ,生 後24時

間 以内の新生 児ハムスタ一の腹腔内にツベル ク

リン針にて1匹 あたり0.lme(1.0～8.5×107個)

を移植 した.移 植後直ちにALS0.1meを 腹 腔内

に接種 し,以 後剖検あるいは腫瘍死するまで週

2回 接種 した.継 代移植3代 目, 4代 目, 6代

目, 7代 目では腹水の貯留 したハムスターの腹

腔内より18ゲ ー ジ注射針にて腹水を採取 し,そ

の ままあるいは腫瘍細胞の生理食塩水浮遊液に

混 じてツベル クリン針にて1匹 あた り0.1me(2.5

～8 .5×107個)を 腹腔内に移植 した.

3.動 物

動物は固型飼料 と水道水で 自家繁殖 させ,生

後24時 間以内の新生児シ リアンゴールデンハム

ス ター を用いた.

4.抗 リンパ球血清(ALS)

LeveyとMedawar26)の 方 法によ り作成 し

た.す なわち生後3～4週 目のハムスタ-の 胸

腺 を摘出 し,生 理食塩水中にてピンセッ トで細

胞 を分離 し,細 胞数が全量中に1～2×109個

となるように調整 して, 3kg前 後の健康 なウサ ギ

に2週 間隔で2回 静注 し,最 後の免疫か ら1週

間 目に心臓より採血した.分 離した血清は56℃

30分 間の加熱により非働化 した後, 0.45μmの

ミリポアフィルターで濾過 し,-20℃ に保存 し

て実験に用いた.

5.組 織 学的検索

初代移植 よ り継代移植10代 目までのハ ムス タ

ー について剖検 を行ない
, 10%ホ ル マ リン固定

後,腫 瘍,肝,脾,胆 の う,腎,肺,胸 腺,リ

ンパ節,骨 髄,大 脳,髄 膜,眼 球,皮 膚よ りパ

ラフィン切片 を作成 し,ヘ マ トキシ リン ・エオ

ジン染色 を行なった.腫 瘍のスタンプ標本,腹

水,末 梢血の塗抹標本にはMay-Grunwald-

Giemsa(M-G-G)染 色 を行なった.

6.腫 瘍細胞の細胞表面マ-カ-の 検 索

継代移植10代 目の腫瘍細胞について第1編 と

同様の方法で細胞表面マーカーの検索 を行 なっ

た.

7.腫 瘍 細胞の染色体分析

継代移植10代 目の腫瘍細胞について第1編 と

同様の方法で染 色体分析 を行なったがbanding

法 に よる染色体分析は行 なわなかった.

結 果

1.継 代 移植

初代移植では,培 養細胞株樹立後約25ヶ 月目

のBALL-1細 胞 を4匹 の新生 児ハムスターに移

植 した.母 親の共食いにより失 った1匹 を除き,

 3匹 すべ てのハムスター腹腔内に大 きな腫瘍が

形成され,そ の うち2匹 に腹水の貯留 を認めた

(写 真①).継 代 移植 には主 として腫瘍細胞の

写真①: BALL-1細 胞 を腹腔内に移植後23日 目に

剖検したハムスター(初 代).腹 腔内から皮下にお

よぶ浸潤性の腫瘍と腹水(注 射器内)を 示す.こ の

腹水中の腫瘍細胞数は4.8×108個/meで あった.

写真②: BALL-1細 胞を皮下移植したハムスター

移植後3～4週 間で巨大な孤立性皮下腫瘤の形成を

認める.

生 理食塩水浮遊液 を用い,継 代移植3代 目, 4

代 目, 6代 目, 7代 目の移植では腹水単独か,

あ るいは腹水に腫瘍細胞浮遊液を混 じたものを
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用いた.移 植後数 日目に母親の共食いにより,

またラン ト病様の病像 を呈 して剖検前に死亡 し

たハムスタ-は 実験成績 より除外 した. TABLE

Iに 示す ごとく継代移植初代か ら10代 目までの

移植率は100%(34匹/34匹)で あった.移 植 よ

り剖検までの 日数は12～26日 で,こ の間に腫瘍

死 したハ ムス タ-は6匹 であった.継 代の進行

につれて腫瘍死に到る期間の短縮する傾向が観

察された.な お追加実験 として, ALS接 種1回

の群, ALS接 種 なしの群 についてそれぞれ同様

にBALL-1細 胞の腹腔 内移植実験 を試みた.結

果 は移植細胞数の 多少や新生児,あ るいは成熟

TABLE I

SERIAL TRANSPLANTATION OF BALL-1 LINE IN HAMSTERS

* Figures in the parenthesis indicate the number of the ascitic tumor cells (X108 cells/ml).

#Ascites was used for serial passage , alone or mixed with tumor cell suspension.

TABLE II

DISTRIBUTION OF INFILTRATION OF BALL-1 CELLS IN HAMSTERS

* Capsular infiltration due to direct extension of the tumors.
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写真③: BALL-1細 胞を

移植 したハムスタ-腹 水中

の腫瘍細胞のM-G-G染 色

標本.×1200倍. BALL-1

細 胞に類似 し,胞 体内に数

個の空胞を認ある.核 は大

型で,し ばしば1～ 数個の

明瞭な核小体を認める.

写真④: BALL-1細 胞を

移植 したハムスターの腎被

膜に浸潤 した腫瘍細胞を示

す.×300倍.

写真⑤: BALL-1細 胞を

移植後,白 血化したハムス

タ-末 梢血のM-G-G染 色

標本.×1200倍.写 真に示

すハムスターの白血球数は

38.400/cmmで,腫 瘍細胞の

百分率は91%で あった.

ハ ムスタ-の いかんにか

か わらず成功 しなかった.

またBALL-1細 胞 を新

生 児ハムスターの背部皮

下 に移植 し, ALS 0.1me

を週2回 腹腔内に接種 した

群 では,ハ ムスター1匹 あ

た りの移植細胞数の減少(5

×106個/匹)に もかかわら

ず,全 例のハムスタ-背 部

皮下に巨大な孤立性腫瘤の

形成を認めた(写 真②).

2.組 績 学的検索

剖検時のハムスターの外

観 は,腹 部が膨満し,腹 部

から胸部皮下にかけてびま

ん性の腫瘍を認めた.腹 腔

内には0.2～8.0meの 乳 白色

の腹水が貯留し,腹 水を認

めないものは34匹 中1匹 だ

けであった.腹 水中の腫

瘍細胞数 は0.9～11.0×108

個/meで あ った(TABLE

I).腹 水 中の腫瘍細胞

はM-G-G染 色標本上

(写 真③),形 態学的に

BALL-1細 胞 に類似 して
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いた.腹 腔内には乳 白色の柔 らかい腫瘍が充満

し,壊 死組織 は認め られなか った(写 真①).

肉眼的に腫瘍は,腹 膜,後 腹膜,腸 間膜,横 隔

膜,胸 部および腹部皮下に浸潤 していたが,肝

脾腫や リンパ節腫大は認めなかった.組 織学的

に腫瘍細胞の浸潤は,上 記組織以外に も,肝 被

膜,脾,腎 被膜(写 真④),腰 椎骨髄,皮 膚に

高頻度に認め られた(TABLEII).遠 隔 臓器

への転移は髄 膜に転移 巣を認めた2匹 だけであ

り,血 行性転移 と考え られた.

末梢血液の検索が可能 であったハム スタ-25

匹の 白血球数は1,200～50,200/cmmで あ リ,この

うち24匹 の末梢血液に腫瘍細胞の出現 を認めた

(写 真⑤).白 血化 したハムスター末梢血中の

腫瘍細胞の百分率 は2～91%で, 30%以 上 腫瘍

細胞の出現したものはl0匹 であった(TABLEIII).

TABLE III

HEMATOLOGIC DATA OF BALL-I-BEARING HAMSTERS

* Several erythroblasts were observed in the peripheral blood .
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TABLE IV

DISTRIBUTION OF CHROMOSOME NUMBERS OF 50 METAPHASES*

*Chromosome preparations were obtained from the tumor cells of a BALL-1-bearing 

hamster in the 10th passage.

赤血球 系の検索が可能であったハムスター23匹

の赤血球数は170～524×104/cmm(平 均350×104

/cmm)で, 350×104/cmm以 下 のものは11匹 であっ

た.ま た末梢血中に赤芽球の出現を認めたもの

は14匹 であ った(TABLEIII).

3.腫 瘍 細胞の細胞表面マーカー

継代移植10代 目の腫瘍細胞について検索を行

ない, Eロ ゼ ッ ト陽性細胞0%,細 胞 表面Ig

陽 性 細胞100%でBALL-l細 胞 の細胞表面マー

カー と一致 した.ま たこの腫瘍細胞は,培 養液

80%RPMI1640+20%胎 児 牛血清にて再培養

が容易であった.

4.腫 瘍細胞の染色体分析

継代移植10代 目の腫瘍細胞50個 のmetaphase

に つ いて検討 したところ,染 色体数は45～52本

で, 46本 に モ-ド を有す るpseudodiploidで あ

り(TABLElV),す べ てのmetaphaseに 大

きなtelocentricマ ー カー染色体を認めた.こ

の所見は第1編 で報告 したBALL-1細 胞 の染

色体分析の結果 と一致す る.

考 察

近年,ヒ ト悪性腫瘍に関す る研究は,研 究の

場 をin vitroに 移す手段 として組織培養法が

用いられ,ま た理想的な ヒト腫瘍疾患モデル を

得 るために各種腫瘍の動物移植実験が試み られ

て きている.前 者における培養細胞株の樹立は,

純 粋な腫瘍材料 を常 に容易に供給す るこ とを可

能 にし,各 種腫瘍の細胞生化学,細 胞回転,抗

原性,ウ ィルス学的検索,染 色体分析,抗 癌剤

感受性 などの研究にす ぐれた実験手段 を提供す

るもの として重要である.一 方,動 物による疾

患 モデルは,操 作が簡便で安定 した高 い移植率

を有 し,腫 瘍増殖の計測が可能で,ヒ ト悪性腫

瘍に類似す るなどの諸条件を満足する実験系で

あるこ とが必要であ り,理 想的な疾患モデルの

作製は容易でない.移 植材料 としては手術や生

検時に得 られた腫瘍組織1)-6).11).27)-31),胸水や

腹水2)-4),27).28),骨 髄や末梢血液細胞3).7)-10),32),

33)
,な どとともに培養細胞株7),11)-21),23),24),34)-37)

が 用 い られているが,培 養細胞株は純粋 な腫瘍

細胞 を常に容易に提供するため,移 植の際に細

菌感染,不 純物混入,細 胞数過少 などの危険を

伴わず,す ぐれた移植材料 と考えられる.実 験

動物につ いて も多種 にわたって報告されており,

一 部28),32),38)で は既に ヒ ト腫瘍の疾患モデル

として化学療法や免疫療法の評価が試みられて

いる.ヒ トの造血器腫瘍の移植については現在

まで少数の報告2)-10)を み るにす ぎず,こ とに

ヒ ト白血病細胞の動物移植は極め て困難であり,

 1965年Nielsenら8)が ヒ ト白血病患者の骨髄細

胞 をマウスに移植 し,そ の少数に白血化を認め

たことを初めて報告 した.さ らに ヒトの造血器

腫瘍細胞に由来す る細胞株の動物移植について

は,細 胞株 を樹立すること自体が容易なことで

な く,現 在 までに悪性 リンパ腫細胞株2),11)-19),

急 性 リンパ性 白血病細胞株7),15),16),20)-22),急性

骨髄性 白血病細胞株11),慢 性 骨髄性 白血病細胞

株15),23),多 発性骨髄腫細胞株15),24)に つ いて少

数報告されているだけである.

今 回の実験では,著 者が第1編 で初めて報告

したEBNA陰 性 ヒ ト白血病性B細 胞株(BALL-

1株)を 用 い, ALS処 置 新生児ハムスター腹

腔 内への継代移植 に成功 した.文 献上,現 在ま
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でにヒ ト急性 リンパ性 白血病細胞株の うちB細

胞性格 を有す る培養細胞株の動物移植について

の報告はみられず,著 者のBALL-1株 移植に

つ いて報告が最初である.

10代 にわたる継代移植実験で,移 植率 は100

%で あ り,以 下 に述べ るい くつかの特徴が認め

られた.す なわち, ①BALL-1細 胞移植後12

～26日 で明瞭な腫瘍形成 を認め,一 部(6匹/

34匹)の ハムスターは腫瘍死に到 った(TABLE

I).こ の期間が継代の進行 とともに短縮す る

傾向を示 したことはAdamsら10).20)の 報 告 と

同様であった.ま たこのことはin vitroの 環

境下で恒久的増殖系 として樹立 されたBALL-1

細 胞が異種動物の内部環境に順応 したことを示

す と考えられるが,こ れがBALL-1細 胞 の本

来保有する細胞性格に よるものか, in vivoで

新 たに獲得 した り,あ るいは誘導された細胞性

格に基づ くものかについては明 らか でない. ②

全例のハムスターの腹部か ら胸部皮下にかけて

浸潤性の強い腫瘍増殖を認めた.こ れは腹膜側

からの腫瘍の連続性浸潤に加 えて,移 植の際に

皮下穿刺部に遺残 した少数のBALL-1細 胞が

増殖 した可能性 も考 えられた.こ の可能性 を確

認するため,後 にALS処 置新生児ハムスター

皮下へのBALL-1細 胞 移植実験 を試み た結果,

全例に巨大な孤立性の皮下腫瘤 形成 を認めた.

腫 瘍細胞によっては移植経路の違 いで移植率の

異なるこ とが知 られているが4),11),18).34), BALL-

1細 胞 のALS処 置新生児ハムスターへの移植

は,腹 腔内,皮 下移植 ともに100%の 移 植率 を

有することが確認 された.ま た急性 リンパ性 白

血病細胞株の中で新生児ハムス ターへの移植が

ALS処 置 に依存 しない細胞株10)も知 られてい

るが, BALL-1株 の場合には数回以上のALS

反復 処置が必要 であった.こ のような移植経路

による移植率の違いやALS処 置依存度の相違

は,そ れぞれの腫瘍細胞や培養株細胞の もつ固

有の細胞性格によるもの と思われる. ③BALL

-1細 胞を移植 したハムスター34匹 中33匹 に腹水

貯留を認めた.継 代 を通 じて腹水貯留量は,ハ

ムスター1匹 あた り0 .2～8.0meと 一 定 しなかっ

たが,腹 水中の腫瘍細胞数がそれぞれ0.9～11.0

×108個/meと 近似 した値 を示 したこ とは興味深

く(TABLEI),こ の値はBALL-1細 胞 の

in vitroに おけ るmaximum cell densityが

3.7×106個/meで あ るのに較べて有意に高値で

あ る.こ のことはin vivoの 方がBALL-1細

胞 の増殖に有利な環境 であることを示 している

と思われる. ④ 組織学的検索 では,腹 膜,腸 間

膜,肝 や腎被膜,脾,骨 髄,皮 膚お よび皮下組

織への腫瘍の直接浸潤 以外には,遠 隔臓器への転

移は髄膜に血行 性転移を認めた2匹 だけであった,

(TABLE II).遠 隔 転移の頻度が低いことについ

ては腫瘍の急速な増殖,癌 性腹膜炎,白 血化など

の合併により,遠 隔転移をきたす前に宿主が短期間

で腫瘍死に到るため と考えられた. ⑤ 検索可能であ

ったハムスター25匹 の 白血球数は1,200～50,200

/cmmで,こ のうち10,000/cmm以 上 のものは10匹 で

あった.末 梢血塗抹標本の検索が可能であった

ハ ムス タ-25匹 の 末梢血中に腫瘍細胞の出現 を

認めた ものは24匹(96%)で あ った.白 血化 し

たハムスター の末梢 白血球中に占める腫瘍細胞

の百分率は2～91%で あ り, 30%以 上腫瘍細胞

の出現 したものは10匹(10%)で あ った(TA-

BLE III).この10匹 のハムスタ-の うち検索可能

であった8匹 の白血球数 は9,000～50,200/cmmで

あ った.赤 血球系の検索が可能であったハムス

ター23匹 の赤血球数は170～521×104/cmm(平 均

350×104/cmm)で あり, 350×104/cmm以 下 の もの

は11匹 であった.ま た末梢血中に赤芽球の出現

を認めたものは11匹 であ り,こ れ らの所見は腫

瘍の骨髄浸潤,白 血化に伴 う骨髄機能不全 を反

映 しているもの と思われる.ヒ トの造血器腫瘍

細胞株を移植 した際に白血化 をきたす現 象につ

いては既に報告 されてお り3),7).10),19)-22),今回

のBALL-1株 移 植における白血化の機序につ

いては,全 例のハ ムスター腰椎骨髄に著明な腫

瘍細胞浸潤を認め るところか ら,こ れ より腫瘍

細胞が末梢血 中に出現 したもの と考えられる.

 ⑥ 腫瘍の スタンプ標本や末梢血塗抹標本上,腫

瘍細胞は形態学的にBALL-1細 胞 に類似 して

お り,また腫瘍細胞の細胞表面マーカ-は, Eロ ゼ

ット陽性細胞0%,細 胞表面Ig陽 性細胞100%

であ り, BALL-1細 胞の細胞表面マ-カ ー と一

致 した.腫 瘍細胞の染色体分析の結果は,モ-

ドが46本 で, BALL-1細 胞 と同 じマーカ-染 色
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体 を有するpseudodiploidで あることが示 され

た.こ れ らの事実は,移 植 されたBALI-1細

胞 がハムスター体内で もヒ ト白血病性B細 胞 と

しての固有の細胞性格を保持 し続けていること

を強 く示唆する.

文 献上,現 在 までに ヒ ト急性 リンパ性 白血病

細胞株の動物実験については数系のT細 胞株の

移植が報告 されているだけであ り7),15),16),20)-22)

ヒ ト白血病 性B細 胞株 の初代 お よび継代 移

植 実験については著者の報告が最初 である.今

回の実験で, BALL-1株 が 移植率100%でALS

処 置新生児ハムスターに継代移植され,高 頻度

の 白血化を伴 う動物実験系 として樹立 された意

義は大 きく,腫 瘍細胞がBALL-1株 の 由来 し

た患者の白血病細胞 と同 じ細胞形態,細 胞表面

マーカー,染 色体構成 を保持 し,こ の実験 系の

取 り扱いが簡便 であるこ とか らもヒ ト急性 リン

パ性 白血病のす ぐれた疾患モデル として有用で

ある.今 後,こ の実験系はin vivoに お ける白

血病細胞の代謝,細 胞回転,抗 白血病剤や 免疫

療法剤の効果判定な どに役立つ ばか りでな く,

ウ ィルス学的検索,ヒ ト急性 リンパ性 白血病に

おける病態生理 の解 明,悪 性 リンパ腫 と急性 リ

ンパ性 白血病の相互関係などを研究する上です

ぐれた実験手段 を提供す るもの と考 えられ る.

結 語

著者は第1編 の論文でB細 胞型急性 リンパ性

白血病患者の白血病細胞 より初めて樹立 された

EBV-genome陰 性 ヒ ト白血病性B細 胞株(B-

ALL-1株)に ついて報告 した.今 回の実験で

は,こ のBALL-1株 を用いてALS処 置新生

児ハムスターへの継代移植に成功 した. BALL-1

株 の新生児ハ ムスターへの移植率 は100%で あ

った. BALL-1細 胞 を移植 されたハムスターで

は,腸 間膜,後 腹膜,皮 下に浸潤性腫瘍の形成

や腹水貯留 を認め るとともに,末 梢血中に多数

の腫瘍細胞が出現 し、高頻度 の白血化を伴うな

どの特 徴 ある病 像 を呈 した.腫 瘍 細 胞 の細

胞形態,細 胞表面マー カー,染 色体構成はBA-

LL-1細 胞 のそれ と一致 し,移 植 されたBALL-

1細 胞 は異種動物の体 内で ヒ ト白血病性B細 胞

として固有の細胞性格 を保持 していると考えら

れ た.文 献上,ヒ ト急性 リンパ性 白血病細胞株

の動 物移植 については数 系の報告 をみ るにす

ぎず,こ れらはいずれ もT細 胞株であ り,今 回

の実験がヒ ト白血病性B細 胞株の動物移植につ

いての最初の報告である.こ の実験系は,取 り

扱いが簡便で100%の 移植率 を有し,腫 瘍細胞

が ヒト白血病細胞 としての細胞性格 を保持する

ところか ら,今 後 多方面にわたる白血病研究の

上 です ぐれた実験手段 を提供するもの と考えら

れる.

本論文を擱筆するにあたり,御 懇篤なる御指導な

なびに御校閲を賜わった恩師木村郁郎教授に深甚の

謝意を表 します.ま た,終 始御懇篤なる御指導を賜

わった三好勇夫講師,平 木俊吉博士に深謝します.
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Studies on human leukemic B-cell line

Part II. Serial transplantation of human leukemic B-cell line (BALL-1)

into hamsters

Kazuo NAKAMURA

The Second Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School,

Okayama, Japan

(Director: Prof. I. Kimura)

A human leukemic B-cell line, which was designated as BALL-1, was recently established 
in our laboratory. In this experiment, BALL-1 cells were serially transplanted into antilympho

cyte serum (ALS)-treated newborn Syrian hamsters. When 1.0-8.5•~107 viable cells were 

inoculated intraperitoneally, all of them developed invasive tumors 12-26 days after implan

tation. All the hamsters except one had 0.2-8.0ml of milky ascites containing 0.9-11.0•~108 

tumor cells/ml. Histologically, invasion of the tumor cells was observed in many abdominal 

organs and in subcutaneous tissue. Progression to leukemia was common (24/25), and the 

percentage of the tumor cells in the peripheral blood ranged between 2 and 91%. Morpho

logical features, surface markers, and chromosome constitutions of the tumor cells were iden

tical to those of BALL-1 cells. These findings show thast BALL-1 cells were serially transplant

able into the experimental animals possessing the characteristics of human leukemic B-cells. 

To our knowledge, this is the first report of successful heterotransplantation of a human leu

kemic B-cell line. This animal model will provide a new advantage in many aspects of leukemia 

research.


